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建設産業の現状と課題1

H4

H23

H11

H9

出典：国土交通省「建設投資見通し」「建設業許可業者数調査」総務省「労働力調査」
注１ 投資額については平成30年度（2018年度）まで実績、令和元年度（2019年度）・令和２年度（2020年度）は見込み、令和３年度（2021年度）は見通し
注２ 許可業者数は各年度末（翌年３月末）の値
注３ 就業者数は年平均。平成23年（2011年）は、被災３県（岩手県・宮城県・福島県）を補完推計した値について平成22年国勢調査結果を基準とする推計人口で遡及
推計した値
注４ 平成27年（2015年）産業連関表の公表に伴い、平成27年以降建築物リフォーム・リニューアルが追加されたとともに、平成23年以降の投資額を遡及改定している

○建設投資額は、ピーク時の平成４年度：約84兆円から、平成23年度：約42兆円まで落ち込んだが、その後、増加に転じ、
令和３年度は約 58.4兆円となる見通し。（ピーク時から約31％減）

○建設業者数（令和３年度末）は約48万業者で、ピーク時（平成11年度末）から約21％減。
○建設業就業者数（令和３年平均）は485万人で、ピーク時（平成９年平均）から約29％減。
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建設業就業者の現状1
○建設業就業者：685万人（H9）→ 498万人（H22）→ 482万人（R3）
○技術者 ： 41万人（H9）→  31万人（H22）→   35万人（R3）
○技能者 ：455万人（H9）→ 331万人（H22）→ 309万人（R3）

約30％減

出典：総務省「労働力調査」（暦年平均）を基に国土交通省で算出
（※平成23年データは、東日本大震災の影響により推計値）
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建設業就業者の現状1

出典：総務省「労働力調査」を基に国土交通省で算出

〇建設業就業者は、55歳以上が35.5％、29歳以下が12.0%と高齢化が
進行し、次世代への技術承継が大きな課題。

〇実数ベースでは、建設業就業者数のうち令和２年と比較して55歳以上
が6万人減少。（29歳以下は増減なし）
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労働生産性の推移1

（注）労働生産性＝実質粗付加価値額（2015年価格）/（就業者数×年 間総労働時間数）
資料出所：内閣府「国民経済計算」、総務省「労働力調 査」、厚生労働省「毎月勤労統計調査」

2009年を除いて製造業の生産性がほぼ一貫して上昇したのとは対照的に、建設業の生産性
は大幅に低下を続けた。これは主として、建設生産の特殊性（単品受注生産等）と工事単価
の下落等によるものと考えられる。近年は2012年を底に上昇傾向にある。
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i-Constructionの動向2

今後、我が国において生産年齢人口が減少することが予想されている中、建設分野に
おいて、生産性向上は避けられない課題である。

国土交通省においては、建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目
指す新しい取組である i-Construction を進めることとした。

i-Construction によって、建設現場における一人一人の生産性を向上させ、企業の経
営環境を改善し、建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るとともに安全性の確保
を推進していきたいと考えている。

■i-Constructionの目的

平成27年12月に大臣官房技術調査課より、『i-Construction』について記者発表

重点的な取り組み

※国土交通省技術調査課記者発表資料より

i-Constructionについて
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i-Constructionの動向2
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DXの取り組み（ｉ-Bridgeの取り組み）3
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i-Bridge の全体像（橋梁工事の生産性・安全性向上）3
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Step-1．測量・地質調査3
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Step-1．測量・地質調査3

■鋼橋工事現場の起工測量～桁架設後までの出来形測量の作業効率と安全性向上を目的として開発．
■ハイブリッド測量は，従来測量で使用されるトータルステーションに加え，UAVによる写真測量および地上
型レーザースキャナーを併用して行います．橋脚上面，桁上などの高所のデータはUAVを用いて収集する
ことで地上からの作業のみで出来形測量が行えます．また，精度は従来測量と同程度となっており生産性
及び安全性が向上する測量手法です．

●UAVを活用したハイブリッド測量

本技術は，「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術導入・
活用に関するプロジェクト」にて試行し，総合評価“A”をいただきました．（資料提供：株式会社駒井ハルテック）
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Step-2．３次元による設計・施工計画3
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Step-3．工場製作（鋼橋）3

●鋼橋工場製作における生産性向上実施事例
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Step-3．工場製作（鋼橋）3
●アバター会議システム

ブラウザを使用して、同一空間内の3Dモデルや点群を複数拠点で同時に閲覧可能
アバター表示機能により、会議参加者の視点を把握できる

保全工事における既設橋の現況把握や
新設する部材との整合確認にも有効

アバター表示によるコミュニケーションの活
性化や円滑化、またVR ゴーグルの使用に
より、実寸大の3D空間での直観的な判断が

可能。

（資料提供：株式会社横河ブリッジ）
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Step-3．工場製作（鋼橋）3

●メタバース橋梁施工シミュレーションシステム（NETIS登録：KK-220085-A）

（資料提供：株式会社駒井ハルテック・宮地エンジニアリング 株式会社・瀧上工業株式会社）

バーチャル空間にBIM/CIMモデルを取り込み、橋梁の溶接継手やボルト継手の施工性のシミュレーショ
ンを、バーチャル作業者（アバター）を用いて検証することが可能なシステム

【従来】

【システムイメージ】
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Step-3．工場製作（鋼橋）3

●MR（複合現実）を活用した橋梁付属物の取り合い確認
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Step-3．工場製作（鋼橋）3

●検査書類の電子化 各種検査の適性化
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Step-4．現場施工（鋼橋）3

●鋼橋現場施工における生産性向上実施事例
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Step-4．現場施工：大ブロック化3

●多軸式特殊台車による大ブロック架設時の誘導システムの構築
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Step-4．現場施工：ＩＣＴによる生産性向上3

●現場測量
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Step-4．現場施工：ＩＣＴによる生産性向上3
●床 版： コンクリート養生の効率化
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Step-4．現場施工：ＩＣＴによる安全性向上3
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Step-4．現場施工：プレファブ・プレキャスト化3

約1.7倍向上
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Step-5．検査・納品3
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（資料提供：株式会社横河ブリッジ）

Step-5．検査・納品3
●AI配筋検査システム

２眼カメラで撮影した画像から鉄筋径・本数・間隔を自動計測し配筋検査を省力化!

連続撮影機能により広範囲の計測を実現

小型且つ高性能な計測機器

計測結果を遠隔地から確認

補助器具の設置、結果の記録や写真撮影、転
記作業の削減により約60％の省力化を実現！
計測結果の電子化により転記ミス等を防止！

２眼カメラ搭載のタブレット端末

広範囲計測により床版工に対応！
タブレット画面の共有により遠隔臨場に対応！

計測結果をその場で確認

鉄筋径：

鉄筋間隔：
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●鉄筋出来形計測

MR技術の活用

「デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測」に関する現場試行

出典：国土交通省 令和3年7月8日 Press Release

・デジタルカメラや動画撮影したデータから鉄筋径、鉄筋間隔等の各種数値計測と併せて、計測状況や結果を同
時に遠隔地の発注者へリアルタイムで提供することも可能
・全国の直轄工事現場において活用を進めるため、「デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測に関する試行要領
（案）」を作成（令和3年7月）
・今年度（令和３年度）より試行を開始し、令和５年度を目標と して社会実装を目指す

3 Step-5．検査・納品

（資料提供：株式会社巴コーポレーション）
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Step-6．維持管理の効率化3

（資料提供：日立造船株式会社）
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Step-6．維持管理の効率化3

点検歩廊のストリートビュー作成 同じ位置での時系列表示

ハザードMap作成 施工記録作成（支承取替）

11月 9月

●360°カメラによる現場ウォークスルー

（資料提供：株式会社ＩＨＩインフラシステム）
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Step-6．維持管理の効率化3

地図・地震情報と連動した橋梁台帳システムで迅速対応を可能に

●橋梁台帳システム B-map
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i-Bridge適用工事登録制度3
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BIM/CIMの動向4
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BIM/CIMの動向4
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BIM/CIMの動向4
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BIM/CIMの動向4
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BIM/CIMの動向4



40

CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4
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CIMモデルの活用事例4

高圧線影響範囲を可視化

架設要領図との整合確認

架線の移設検討

3D架設計画（手順の見える化・課題抽出 ）

ドローン測量
（効率的な現況把握）

（資料提供：株式会社横河ブリッジ）
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CIMモデルの活用事例4

（資料提供：株式会社横河ブリッジ）
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CIMモデルの活用事例4

デジタルツインシステム

（資料提供：高田機工株式会社）
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CIMモデルの活用事例4

2024年4月27日 桁架設完了

４D工程管理

（資料提供：株式会社ＩＨＩインフラシステム）
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鋼橋工事おける取り組み5

出典元：BIM/CIM推進委員会資料
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鋼橋工事おける取り組み5
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鋼橋のデータ連携の概要5
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鋼橋の自動設計一貫システムの概要5
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鋼橋の生産情報の作成(自動原寸システム)の概要5
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自動設計システムからのデータ連携5
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設計情報属性ファイルによるデータ連携5
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積算数量・施工数量へのデータ連携の展開5
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橋建協ホームページの紹介5
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データ連携実装に向けたスケジュール5
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鋼橋におけるＤＸの取り組み

～鋼橋事業の生産性・安全性の向上～

ご清聴ありがとうございました．

完


